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FWDがん治験

情報提供サービス
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がんの治療⽅法は

多様化しています。
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健康保険等が使える保険診療のほかにも、

がん治療には、先進医療や⾃由診療に該当する、

⽐較的新しく開発された治療⽅法があります。
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そういった新たな治療⽅法に対して、

安全性や有効性を確認するために、治験が⾏われます。

「治験」は、まだ確⽴していない治療法ではあるものの、

治療の選択肢の⼀つになる可能性があります。
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治験とは、厚⽣労働省の承認を得ることを⽬的とした、

最新の治療⽅法について、

その効果や安全性を確認する臨床試験です。
治験の現状

治験
（臨床試験）

患者さま（治験参加者）

        

薬の候補 新薬誕生安全性有効性

承

認
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まだまだ研究課題の多い「がん」という病気に対して、

今も多くの治療⽅法が開発されています。

⽇本全国で年間計画されている

642件（治験計画届出数）のうち

がんに関する治験は219件にもなります。

※出典元

独⽴⾏政法⼈医薬品医療機器総合機構 「薬物の治験計画届出件数の推移（薬効別分類）令和4年度分」
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承認を得ていない治療⽅法に

抵抗を感じる⽅もいるかもしれません。

しかしながら、今ある治療⽅法も全ては

この「治験」というステージを経て、

治療⽅法として認められたものです。
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「治験」は未来の患者さまへの

新たな治療⽅法開発のために

必要なものです。

治験のメリット‧デメリット

患者さまによっては、

治験が治療の選択肢の⼀つになる

場合もあります。

保険診療

先進医療

自由診療

治験
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「治験」にはメリットとデメリットがあります。
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主なメリットとしては、

治療の選択肢が増えるということがあげられます。

そして、お⾝体の状態をより詳細に確認させて頂くため、

通常よりも丁寧な診療を受けることができます。

また、治験で規定された薬剤の費⽤や検査費⽤が

無償になったり、負担軽減費として、

交通費や時間拘束の負担を軽減するための費⽤を

受け取ることもあります。
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主なデメリットとしては、

安全性や有効性がまだ確⽴していないため、

予期せぬ副作⽤が起きる可能性も否定できません。

治験参加にあたって
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治験参加にあたっては、治験に対する詳細な説明をさせて頂き、

患者さまご⾃⾝がご理解・ご納得されたうえで、

同意された場合のみご参加頂くことになります。

（ なお、この同意はいつでも撤回することができます。）

治験参加中に不安な点などがあれば、

いつでも専任の医療機関スタッフと連絡を取り合うことができます。

FWDがん治験情報提供サービスとは
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もし「治験」に興味があり、その情報を探そうとしても、

該当する治験を探すことは困難です。

FWD⽣命は、「がん治験に関する情報」を 
Web上で分かりやすく検索することができ、

「⾃分に合ったがん治験を探すことができるサービス」を提供します。

FWDがん治験

情報提供サービス



16 | 14

❷

⾃分に合った

治験を選択し、

参加申込みができます。

❶

⽇本全国で実施中の

がん治験情報を

Web上で検索できます。

FWDがん治験情報提供サービスとは

❸

がん治験に関する

ご相談・ご質問を

電話でお受けします。
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FWDがん治験

情報提供サービス



16 | 16 引受保険会社： FWD生命保険株式会社FLI-C03698-2410

● この資料は、����年��月�日時点でご提供しているサービスに基づき制作しています。

● 本サービスはFWD生命保険（株）の業務委託先である（株）Buzzreachが提供いたします。

● 本サービスのご利用に際しては諸条件がございます。

●  本サービスは、法令等の改正・業務委託契約の改定・（株）Buzzreachのサービス内容の改定等によって
 
予告なく変更・停止させていただく場合があります。

● ご利用いただける方はFWD生命のがん保険の被保険者さまとなります。

● 本サービスのご利用は保険期間満了までとなります。

● 参加条件によっては、治験情報の提供や治験への参加申込みができない場合があります。

● FWDがん治験情報提供サービスは無料でご利用いただけますが、医療機関までの交通費、医療機関での初診料、

治験参加前に必要な検査の費用等は自己負担となります。
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